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8.組み立て

⑭-1 外枠に空き
缶固定用針金を
取り付け空き缶を
固定する．針金を
半円状に曲げて
先端を内側に向け
る．(＊6）

⑬切り出したペットボトルの一部を加
工する．幅も3cm程度あると良い．

7.クランク軸とディスプレーサ
をつなぐ部品

2cm
程度

0.5cm
未満

1cm
以上

クランク軸を通
す穴と，通すた
めの切込み

釣り糸固定
用の穴

＊動作確認

完成したら空き缶の下面を短く切ったろ
うそくであぶり,ダイヤフラムが膨らみだし
たら，手で回す．もし上手く回らないときは
次の事を見直してみて下さい.

⑭-6 穴を開けたペットボトルの切れ端を針金に通し
外枠に軽く接触させ，二つ折りにして針金に貼り付
けたビニールテープで，クランク軸が左右に動くのを
制限する．むき出しの針金の先もテープで覆う．

・材料

・使用する道具

ラジオペンチまたはプライヤー，φ2mmのピンバイスまたは穴
が大きくなり過ぎないようにビニールテープでストッパーを付け
た四つ目キリ，カッター（バリ取りに使います），ハサミ(ペットボ
トル用があれば便利)， グリス(中性洗剤でも可能)，マジック，
缶切り その他適宜自分で判断して下さい

ペットボトル(2ℓ用),針金(直径1.6mm)，釣り糸，ゴム風船（膨ら
ませたときの直径が23cm程度），割りばし，画びょう，空き缶
(スチール・190mℓ大和製罐のものが動作の実績あり)，スチー
ルウール，油粘土,ろうそく（太さ8mm程度のものをはさみで切
る），ビニールテープ，ステープラー（ホッチキスNo.10）

1．外枠

ハサミ,カッ
ターを使って
ペットボトル
の上下面(＊
1),正面(＊2)
に大きめの
穴を開ける.

その際,切り
口で怪我を
しないように
注意する.

①ペット
ボトルの
上 下 面
を切る

ペットボトル

＊1:通気性およ
びろうそくを使用
するため

＊2:組み立て作
業をし易いように

③キリを使いクランク軸を通す穴
と空き缶を固定する針金用の穴
を開ける.同様の加工を反対側
でも行なう.(＊3)

＊3:穴の位置決
め作業は，穴を開
けた型紙を作って
ペットボトルに合
わせると，早い.

②大きい側面を
切る.ここも材料
にするので大き
く切り出す．

7cm

作業手順

おもり(粘土)

クランク軸(針
金)

コンロッド
( 割り箸 )

ダイヤフラム
( ゴム風船 )

シ リ ン ダ
( 空き缶 ) 外枠

(ペットボトル)

1cm

6cm

8cm

4cm

前面はここも切る.

14cm
未満

この穴はボトルの
中心．下の４つの
穴は前後対称．

ここに釣り糸を巻
いて長さを調節
する．小さい方が
調節がし易い．

そ れ ぞ れ
1.5cm程度

⑭-2 ⑦の製作物
を分解し，クランク
軸を外枠に途中ま
で差し込み⑦を組
み立て，クランク軸
を全部差し込む．

2.コンロッド・クランク軸

④割 り 箸を
切り ,穴を開
ける . あまり
大きく開ける
とクランク軸
がガタつくの
で , 針 金 が
引っかからず
に通る程度
の大きさにす
る . 二 つ 作
る ．

0.
8c

m

1cm
以上

7cm

コンロッド

長いと組み立
てて動かす時
に部品同士
が干渉する．

4.5cm

⑤ハサミを使って
ゴム風船を切る .

⑥切り終えたら,画びょうを使ってゴム
風船の中心に釣り糸が通る穴を開
け，釣り糸20cm程度を通す．(＊5)

4.5cm

小さ過ぎると空き缶に取
り付けるのが困難なの
で,この幅がある風船を
使うと良い.膨らませると
直径23cm程度になる．

⑦下から画びょうでコンロッドに取り付ける.
3．ダイヤフラム

＊5:穴は大きくし過ぎな
い．釣り糸を通す時は，風
船を引っ張って穴を大きく
する．力が弱い人は，風船
をペンチの柄に引っ掛けな
がら引っ張ると良い．

⑤針金を曲げ,クランク軸を作る(＊4)
やや狭めると組み立てたときにディ
スプレーサの動作が安定する．

6cm
程度

1cm
1cm

4cm
程度

1cm

1.2
cm

＊4:曲げる目印の位置

曲げる前
に ， 1cm
間隔でつ
けた印

1cm間隔
のマス目

曲げる長さよりこれだけ
手前をペンチで押さえる．

左
右
対
称
に

15
cm
程
度
．

⑭-3 釣り糸が通る
ダイヤフラムの穴に
グリスを注し，釣り糸
の両端に⑩⑬の製
作物を取り付ける．

⑭-4 ディスプレーサが
缶の底に接触しないよう
に，⑬の製作物に釣り糸
を巻いて長さを調節し，ク
ランク軸に取り付ける．

4．シリンダ

スチール缶

⑨缶切りで,缶の上部を切り取る

⑩直径4.5cm(円
周は14.13cm程
度)高さ6cm の
紙筒を作る．
紙筒の中にス

チールウールを
はみ出さないよ
うに入れる . ス
チールウールに
は釣り糸を結ぶ
ための針金を通
す．

スチール缶

ステープラー
で留める

5．ディスプレーサ

6cm

スチール
ウ ー ル

丸めた紙

紙で包んだス
チールウール

6.空き缶の固定用の針金

⑪長さ30cmに切った
針金をスチール缶の
外側に密着させて巻
きつけ,缶の形に曲げ
る .全部で4つ作る .

左右の長さが
同じになるよ
うに曲げる.

⑫-1 針金を缶の上
端のやや細くなった
ところに押し当て，

実際の固定では,曲げた針金
を少し内側に縮め,缶を針金と
針金の間に入れる時に押し込
んで,針金が缶に,より密着す
るようにすると良い.

スチール缶

スチール缶

針金を曲げる．

平らにして，スチールウールを支
えさせる．幅は4cm未満にする．

針金の先端
を適当な長
さに切り，曲
げる．

この先端を真
直ぐにした状態
で 左 記 の ス
チールウール
の中心を下から
上に貫通させ
る．貫通させる
時は小刻みに
揺らしながら進
めると良い．

⑫-2 中心を
指で押さえ

⑫-3 水平に曲げる.

缶上端のこの隙間に針金
を引っ掛けて固定する．

缶 PET

針金で固定する缶を
真上から見た様子

⑭-5 油粘土を三つ取り
付ける．一つはバランス
ウェイトとしてディスプ
レーサのクランクと反対
側に釣り合うか，少し軽
めにつける．残り二つは
左右対称であれば，好
みに合わせて良い．

⑭-7 ダイヤフラムを空き缶に被せる．

・缶の中の空気が外に漏れていないか
・⑭‐7の状態から空気を抜かないで軽く手で回るか

・おもりが重過ぎないか,または取り付け位置が適切か

・缶全体が熱い時は，冷まして再挑戦．

＊6:空き缶の底を針金で押さえる
と，針金が熱くなるので危険．

・暖めた時に膨張し過ぎる場合，風船をつまんで釣り糸の通る
穴を広げながら下に押し込み，空気を抜いて再挑戦する．


